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In recent years, on the one hand, Japanese apparel companies are suffering badly from decrease 
in profits under the variable markets.  On the other hand, many luxury brand companies are 
advancing into Japan or overseas markets and achieving market share with high profit ratio. 
This thesis reveals which strategy and brand management is effective to the luxury branding 
through the case of the luxury brand “GUCCI”.  It shows that the luxury brand companies have to 
manage and control their quality of product, price, channel and promotion to establish and maintain 
their position as a luxury brand.  It also shows that the sustaining innovation and disruptive 
innovation is necessary to establish and maintain their position. 
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や LVMH と PPR によるグッチ買収劇についてノンフィクション小説風に書かれているものである。
また、グッチとイタリアの中小製造企業との協業システムについて記述した論文として“Large and 
Small Firms in the Italian Fashion Industries”（Sandrine Labory, 2003）がある。ハーバードビジ
ネススクールのケース教材“Gucci Group N.V. (A) (B) (C)”（2001, 2002）では、2000年までのグッチ
の企業としての系譜とドメニコ・デ・ソーレによるグッチのターンアラウンドについて主に記述されて
いる。グッチグループのコングロマリットとしての優位性について記述した論文“The Nature of 
Parenting Advantage in Luxury Fashion Retailing － the Case of Gucci Group NV”（C.M. Moore 
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のため、この PPR の概要ついても触れ、その後グッチの分析を行う。 
 

















ッション志向の顧客獲得に成功し、1993年時点で売上高 2 億300万ドル、営業利益率 2 ％から98年には
10億4200万ドル、営業利益率23％にまで業績を伸長させた（以上、本節はハーバードビジネススクール
のケース“Gucci Group N.V.（A）（B）（C）”（2001, 2002）を参考に著者作成。一部引用あり）。 
 
 4 ．PPR の概要 
ここで、グッチを傘下ブランドに持つ仏コングロマリット企業 PPR の概要について説明する。図１ 











出所：PPR の HP を基に著者作成 
図１ 2011年時点の PPR 事業会社別組織図 
 











 4 ．1 PPR の事業ポートフォリオ 
PPR はグッチを中核とするラグジュアリーグループ、グッチグループを傘下に入れて以来、積極的
に小売部門を売却し、ラグジュアリーブランドやファッション消費財企業の買収を進めている。現
PPR の CEO のインタビューなどによると今後もこれは加速し、2012年、2013年とここ 2 年で小売部
門の大半を売却する方針を固めている。下記の 2 つの図はそれぞれ PPR 内の各事業の収益性や成長率
を表したもので、図２は各事業の収益率のシェアを示したものである。2010年度時点で PPR 内の売上
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図３ 2007－2010年の PPR の各事業成長率および収益率 
PPR Sector Recent Growth & Profit Ratio 
Breakdown of Recurring Operating Income by Activity 
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 5 ．グッチ創業期と再生期のブランドマネジメントにおける 4P 分析 
ここで、グッチのブランドマネジメント手法の成功要因を探っていくために、マーケティングミック
スの 4 P を活用し、ラグジュアリーブランド「グッチ」を分析する。その際に、ラグジュアリーブラン
ドとしての地位を確立したグッチ創業期とラグジュアリーブランドとしての地位を回復したグッチ再生
期におけるマネジメント手法を比較し、成功要因を導き出す。以下に各 4 P の項目毎に創業期と再生期
のそれぞれについて分析し考察を行う。 
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これらが 4 P 分析によってグッチの創業期・再生期のブランドマネジメントに共通してみられた要素
である。さらに、この各要素は他のラグジュアリーブランドのブランドマネジメントにも考えられる要
素であり、ラグジュアリーブランドのブランドマネジメントに必要な要素だと考えられる。また、以上





─   ─ 104
表１ グッチ創業期、再生期における 4P 分析 
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